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外
国
人
介
護
士
受
入
れ
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

日
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
基
づ
く
介
護
福
祉
士
候
補
者
受
入
れ
人
数
の
上
限
を
「
六
〇
〇
人
」
と
し

た
積
算
根
拠
は
何
か
。

二

東
京
都
文
京
区
立
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
す
の
き
の
郷
」
で
は
、
職
員
定
員
外
で
受
け
入
れ
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
夜
勤
体
制
に
組
み
入
れ
、
事
業
者
側
が
虚
偽
の
書
類
を
提
出
し
、
介
護
報
酬
を
不
正
に
受
給
し
て
い
た

が
、
東
京
都
の
監
査
で
不
正
は
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。

前
回
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
九
九
号
）
で
は
、
「
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
当
該
一
定
の
条
件
と
し
て
、
当
該

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
を
除
く
介
護
職
員
の
数
が
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
等
に
基

づ
く
職
員
等
の
配
置
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
要
件
の
遵
守
状
況
に
つ
い
て
、
年
に
一

回
、
当
該
介
護
施
設
の
設
置
者
に
対
し
、
事
業
団
を
通
じ
て
介
護
職
員
の
配
置
状
況
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
確
認
す

る
」
と
し
て
い
る
が
、
前
記
の
「
く
す
の
き
の
郷
」
事
件
に
鑑
み
て
も
、
年
に
一
回
の
報
告
を
求
め
る
だ
け
で
十
分
と
厚
生

労
働
省
は
考
え
る
の
か
。

三

二
の
「
く
す
の
き
の
郷
」
で
起
こ
っ
た
不
正
請
求
事
件
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
と
厚
生

一



労
働
省
は
考
え
る
の
か
。

四

平
成
十
九
年
十
月
一
日
よ
り
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
全
国
で
何
カ
所
の
介
護
保
険
事
業
所

が
届
出
を
し
、
そ
の
結
果
何
人
の
外
国
人
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
。

五

す
で
に
在
日
の
外
国
人
が
二
級
ヘ
ル
パ
ー
資
格
な
ど
を
取
得
し
、
多
く
の
介
護
事
業
所
で
勤
務
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ヘ

ル
パ
ー
養
成
事
業
者
の
中
に
は
日
本
語
を
十
分
に
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
外
国
人
に
対
し
て
も
修
了
証
明
書
を
渡
し
、
介
護

事
業
所
で
勤
務
に
就
か
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

�

日
本
語
を
十
分
に
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
介
護
事
業
所
で
働
く
こ
と
は
可
能
か
。

�

認
知
症
の
お
年
寄
り
を
介
護
す
る
上
で
、
お
年
寄
り
に
言
葉
で
説
明
し
た
り
、
会
話
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と

で
あ
る
が
、
日
本
語
を
十
分
に
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
認
知
症
の
お
年
寄
り
を
介
護
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

�

厚
生
労
働
省
は
日
本
語
を
十
分
に
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
認
知
症
の
ケ
ア
に
あ
た
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
者
が
介
護
事
業
所
で
勤
務
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

�

二
級
ヘ
ル
パ
ー
資
格
は
日
本
語
が
話
せ
な
く
て
も
取
得
で
き
る
資
格
か
。

�

二
級
ヘ
ル
パ
ー
資
格
は
日
本
語
の
読
み
書
き
が
で
き
な
く
て
も
取
得
で
き
る
資
格
か
。

二



�

在
日
外
国
人
が
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
外
国
人
介
護
士
受
入
れ
と

同
様
に
、
受
講
者
に
日
本
語
検
定
二
級
程
度
の
日
本
語
能
力
が
あ
る
こ
と
の
証
明
を
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
国
は
検
討
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

三


